




三井化学 第５回 触媒科学国際シンポジウム（MICS2011） 
開催趣意書 

 
 三井化学は、「地球環境との調和のなかで、材料・物質の革新と創出を通して広く社会に

貢献する」ことを目指し、基盤技術である触媒科学の発展のために、2003 年より『三井化学 

触媒科学国際シンポジウム』（Mitsui Chemicals International Symposium on Catalysis 

Science; MICS）を開催してきました。 

 第５回目となる MICS2011 では「持続可能な社会を実現する触媒科学」をテーマとして、環

境調和型社会を目指した高機能材料・物質を創出する触媒科学の現状と将来の可能性を

討論いたします。基調講演はノーベル化学賞受賞のリー教授（台湾中央研究院、台湾）、ウ

ォーカー教授（医学研究協議会、英国）にお願いしております。 

 持続可能な社会の実現は、２１世紀における最大の課題となっております。これに対して

地球環境問題や資源・エネルギー問題などの解決には、化学の果たす役割に大きな期待

が寄せられています。とりわけ化学産業における優れた触媒の開発は、省エネルギープロ

セスの実現だけでなく、環境に優しい機能材料の創出を可能とします。このように「触媒科

学は化学のキーテクノロジー」であると言っても過言ではありません。 

 ２０１１年はキュリー夫人のノーベル化学賞受賞から１００年目となる節目に当たり、化学

に対する社会の理解増進、若い世代の化学への興味の喚起、創造的未来への化学の熱

意の支援を目的とした「世界化学年」に設定されております。三井化学におきましても本趣

旨に賛同し、「世界化学年」の旗下、本シンポジウムが、触媒科学研究者の交流の場となり、

新たな知を創造する場となることを期待しております。皆様の積極的なご参加を賜わりたく、

ここにご案内申し上げます。 

 

 
 

MICS2011 組織委員長 
三井化学株式会社 代表取締役社長 

田中 稔一 
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